
三保半島は、駿河湾岸を漂

う砂と小石が長い年月をへ

て堆積してできた“砂嘴”で

あり、どこを掘っても砂

（土壌分類名は“砂質未熟

土”とよぶ）である。この土

壌は常に乾いた状態で、養

分も非常に乏しい。
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この厳しい環境下でクロマツは、まる

で砂を鷲づかみにするように、地面と

垂直方向および水平方向に太い根を伸

ばし、水分や養分が限られた環境の中

菌根菌と共生して力強く生きている。

三保では地下水位が深く垂直根がよく

伸びるため、樹高が高く防風効果の高

い松原を形成できる。

松原の景観（上）、砂質未熟土の土壌断面（左下）
と土壌薄片写真（右下）：砂と小石による「単粒
状」とよばれる土壌構造が観察できる

松原の地下をのぞいてみよう
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